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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】光学シートおよびケースを大型化することなく
、光学シートをケースから外れにくくする。
【解決手段】シート本体４１０と、シート本体の周縁４
１ａ内側から外側に向かう外方向に、シート本体の周縁
から突出した突出部４１１ａと、シート本体の周縁に沿
う方向に突出部から突出した爪４１１ｂと、を備えてお
り、突出部４１１ａの突端から爪４１１ｂの突端まで成
す辺が、突出部４１１ａの突端から爪４１１ｂの突端に
向かってシート本体４１０の周縁に漸近するよう傾斜し
ている。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シート本体と、
　前記シート本体の周縁内側から外側に向かう外方向に、前記シート本体の周縁から突出
した突出部と、
　前記シート本体の周縁に沿う方向に前記突出部から突出した爪と、を備えていることを
特徴とする光学シート。
【請求項２】
　前記突出部の突端から前記爪の突端まで成す辺が、前記突出部の突端から前記爪の突端
に向かって前記シート本体の周縁に漸近するよう傾斜することを特徴とする請求項１に記
載の光学シート。
【請求項３】
　前記シート本体の形状は四角形であり、
　前記突出部は第１の爪が形成された第１の突出部及び第２の爪が形成された第２の突出
部を備え、前記第１の突出部は前記シート本体の何れか一辺に設けられ、前記第２の突出
部はその辺の対辺に設けられることを特徴とする請求項１又は２に記載の光学シート。
【請求項４】
　前記シート本体の形状は正方形又は長方形であり、前記第１の突出部及び前記第２の突
出部は、前記シート本体の中心に関してほぼ点対称となる位置に配置されることを特徴と
する請求項３に記載の光学シート。
【請求項５】
　請求項１～４の何れか一項に記載の光学シートと、更に他の光学シートが積層されてい
ることを特徴とする光学シート積層体。
【請求項６】
　請求項５に記載の光学シート積層体において、
　前記他の光学シートは爪を持たず、
　前記突出部から突出した前記爪を備えた前記光学シートは前記他の光学シートの上面に
積層されることを特徴とする光学シート積層体。
【請求項７】
　面発光装置と、
　前記面発光装置の上に載せられたシート本体と、
　前記シート本体の周縁内側から外側に向かう外方向に、前記シート本体の周縁から突出
した突出部と、
　前記シート本体の周縁に沿う方向に前記突出部から突出した爪と、
　前記突出部及び前記爪が挿入される孔が形成され、前記孔に前記突出部及び前記爪が挿
入されることによって前記シート本体を支持する支持部を備えることを特徴とするバック
ライト装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置等に用いられる光学シート、光学シート積層体及びバックライ
ト装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の液晶表示装置等の電子機器においては、フレキシブル配線基板等のシート部材を
、ケースに設けたフックによってケースに固定していた。具体的には、背面ケースの上面
に垂直に立設する支柱部と、支柱部の上端から水平方向に突出する鉤部とからなるフック
をケースに設けると共に、シート部材に支柱部の断面とほぼ等しい形状の係止孔を形成し
、係止孔にフックを通して引っ掛けることで、シート部材がケースから外れないようにし
ていた（特許文献１参照）。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－３２４７２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、バックライトを構成する光学シートは、周縁部のごく一部を除いてほぼ全面
が表示領域となっている。このような光学シートに係止孔を設けようとすれば、係止孔を
形成するためのスペースを表示領域の外側に大きく設ける必要があり、光学シートが大型
化してしまう。
　そこで、本発明が解決しようとする課題は、光学シートを大型化することなく、光学シ
ートをケースから外れにくくすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　以上の課題を解決するため、本発明の一の態様によれば、
　シート本体と、前記シート本体の周縁内側から外側に向かう外方向に、前記シート本体
の周縁から突出した突出部と、前記シート本体の周縁に沿う方向に前記突出部から突出し
た爪と、を備えていることを特徴とする光学シートが提供される。
【０００６】
　好ましくは、前記突出部の突端から前記爪の突端まで成す辺が、前記突出部の突端から
前記爪の突端に向かって前記シート本体の周縁に漸近するよう傾斜する。
　好ましくは、前記シート本体の形状は四角形であり、前記突出部は第１の爪が形成され
た第１の突出部及び第２の爪が形成された第２の突出部を備え、前記第１の突出部は前記
シート本体の何れか一辺に設けられ、前記第２の突出部はその辺の対辺に設けられる。
　好ましくは、前記シート本体の形状は正方形又は長方形であり、前記第１の突出部及び
前記第２の突出部は、前記シート本体の中心に関してほぼ点対称となる位置に配置される
。
　好ましくは、光学シートと、更に他の光学シートが積層されていることを特徴とする光
学シート積層体が提供される。
好ましくは、光学シート積層体において、前記他の光学シートは爪を持たず、前記突出部
から突出した前記爪を備えた前記光学シートは前記他の光学シートの上面に積層される。
【０００７】
　本発明の他の態様によれば、
　面発光装置と、前記面発光装置の上に載せられたシート本体と、前記シート本体の周縁
内側から外側に向かう外方向に、前記シート本体の周縁から突出した突出部と、前記シー
ト本体の周縁に沿う方向に前記突出部から突出した爪と、前記突出部及び前記爪が挿入さ
れる孔が形成され、前記孔に前記突出部及び前記爪が挿入されることによって前記シート
本体を支持する支持部を備えることを特徴とするバックライト装置が提供される。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、シート本体から突出させた突出部及び爪によって、光学シートを支持
するので、光学シートの表示領域以外のスペースを最小限に抑えることができる。また、
突出部及び爪を支持部に空けた孔に通し、爪を支持部の外側に引っ掛けることにより、光
学シートをはずれにくくすることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の第１実施形態における液晶表示装置を示した分解斜視図である。
【図２】同実施形態におけるバックライト装置を示した分解斜視図である。
【図３】同実施形態におけるケースの一部を拡大して示した斜視図である。
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【図４】同実施形態における光学シートを示した正面図である。
【図５】同実施形態におけるレンズシートを示した拡大斜視図である。
【図６】同実施形態におけるＬＥＤユニットを示した斜視図である。
【図７】同実施形態におけるバックライト装置を示した背面図である。
【図８】同実施形態におけるバックライト装置の一部を拡大して示した背面図である。
【図９】本発明の第２実施形態におけるバックライト装置の一部を拡大して示した背面図
である。
【図１０】本発明の第３実施形態におけるバックライト装置の一部を拡大して示した背面
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下に、本発明を実施するための好ましい形態について図面を用いて説明する。但し、
以下に述べる実施形態には、本発明を実施するために技術的に好ましい種々の限定が付さ
れているが、発明の範囲を以下の実施形態及び図示例に限定するものではない。
【００１１】
＜第１の実施の形態＞
　まず、液晶表示装置１の構成について説明する。
　図１は、液晶表示装置１の分解斜視図である。この液晶表示装置１は、表示部ユニット
２、上ケース２３、下ケース２４及びバックライト装置３を備える。
　表示部ユニット２は、長方形又は正方形の板状をした液晶ディスプレイパネル２１と、
液晶ディスプレイパネル２１の矩形状表示領域の周囲部から延びる帯状のＦＰＣ（Flexib
le Printed Circuit）２２と、を有する。液晶ディスプレイパネル２１は、液晶ディスプ
レイパネル２１の表示領域とほぼ同形状の開口２３ａが形成された上ケース２３と、同じ
く表示領域とほぼ同形状の開口２４ａが形成された下ケース２４とによって挟まれている
。液晶ディスプレイパネル２１の表示領域が開口２３ａ及び開口２４ａから露出している
。ＦＰＣ２２の突端部は図示しない制御装置に接続されている。また、液晶ディスプレイ
パネル２１の背面には、バックライト装置３が取り付けられ、バックライト装置３を発光
させると、その光が液晶ディスプレイパネル２１の表示領域を透過して画像が映し出され
るようになっている。
【００１２】
　図２は、バックライト装置３の分解斜視図である。このバックライト装置３は、液晶デ
ィスプレイパネル２１の表示領域に光を照射するものである。バックライト装置３は、下
から順に、ベース板３１、反射シート３２、ＬＥＤユニット３３、導光板３４、遮光テー
プ３５、光学シート４１～４３を備えている。
【００１３】
　ベース板３１は、バックライト装置３の底部となる長方形又は正方形をした金属製の板
状部材である。ベース板３１の周囲には、支持部となる支持壁３１ａがベース板３１の４
辺に沿って立てた状態でそれぞれ設けられている。そして、ベース板３１のある一辺に設
けられた支持壁３１ａには孔３１１（図３に図示）及び３１３が形成されている。また、
その辺の対辺に設けられた支持壁３１ａには孔３１２及び孔３１４が形成されている。孔
３１２は、他の孔３１１、３１３、３１４よりも幅広に設けられ、孔３１１、３１３及び
３１４の幅は互いに等しい。
【００１４】
　反射シート３２は、ベース板３１の上面に敷かれ、導光板３４の下面から洩れた光を反
射させるものである。反射シート３２としては、表面に金属蒸着反射層を有するプラスチ
ックシート等を用いる。
【００１５】
　ＬＥＤユニット３３は、反射シート３２の上面端部に取り付けられる光源である。
【００１６】
　導光板３４は、反射シート３２の上面かつＬＥＤユニット３３の側方に取り付けられ、
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ＬＥＤユニット３３から点状や線状で入射される光を、面状の光へと変換して液晶ディス
プレイパネル２１の表示領域へと向けて射出するものである。導光板３４にはアクリル等
の透明樹脂系材料が用いられ、表面には光を反射・拡散させるための細かな凹凸が多数形
成されている。導光板３４の側部は、ＬＥＤユニットの形状とほぼ同じ形状に切り欠かれ
ている。
　なお、ＬＥＤユニット３３及び導光板３４の代わりに、有機エレクトロルミネッセンス
素子、無機エレクトロルミネッセンス素子といった面発光素子を拡散シート４１の下に設
けてもよい。また、ＬＥＤを２次元的に複数配列した面発光装置を用いることもできる。
【００１７】
　遮光テープ３５は、ＬＥＤユニット３３の上面に貼り付けられ、ＬＥＤユニット３３か
ら射出される光を導光板３４にのみ向けるようにするものである。遮光テープ３５は、光
を透過しない薄い部材を用いる。
【００１８】
　ここで、バックライト装置３に取り付けられる各光学シートについて具体的に説明する
。図４は、光学シート４１～４３を示す正面図である。バックライト装置３は、３種類の
機能が異なる光学シート４１～４３、すなわち、拡散シート４１、レンズシート４２、レ
ンズシート４３を備える。
【００１９】
　拡散シート４１は、導光板３４の上面に配置され、導光板３４から面状に射出された光
を更に拡散させて、レンズシート４２へ射出する光の輝度を均一にするものである。拡散
シート４１は透明なプラスチック樹脂でできており、拡散シート４１のシート本体４１０
は長方形又は正方形をしている。シート本体４１０の表面には光を拡散させるための細か
な突起が多数形成されている。シート本体４１０の辺４１０ａには、辺４１０ａの内側か
ら外側に向かう外方向に突出する突出部４１１ａ及び突出部４１３ａが形成されている。
また、辺４１０ａの対辺である辺４１０ｂには、辺４１０ａの内側から外側に向かう外方
向に突出する突出部４１２ａ及び突出部４１４ａが形成されている。突出部４１１ａ～４
１４ａは何れも矩形をしている。また、突出部４１２ａは、他の突出部４１１ａ、４１３
ａ、４１４ａよりも幅広に設けられ、突出部４１１ａ、４１３ａ、４１４ａの幅は互いに
等しい。突出部４１１ａと突出部４１４ａは、シート本体４１０の重心に関して点対象の
位置にあり、突出部４１２ａと突出部４１３ａは、シート本体４１０の重心に関して点対
象の位置にある。突出部４１１ａ～４１４ａは、ベース板３１の孔３１１～３１４の位置
に合わせて形成されている。
【００２０】
　また、突出部４１１ａの突端には、辺４１０ａに沿う方向に突出する台形の爪４１１ｂ
、及び爪４１１ｂの突出方向の反対方向に突出する第２の爪である爪４１１ｃが形成され
ている。そして、突出部４１１ａ先端の一辺と、爪４１１ｂ、４１１ｃ一辺は連続した直
線を成している。このため、突出部４１１ａと爪４１１ｂ、４１１ｃを合わせた形状は、
図４に示すような略Ｔ字型となっている。爪４１１ｂの突端から爪４１１ｃの突端までの
距離は、孔３１１の横幅よりも長くなっている。
　他の突出部４１２ａ～４１４ａにも突出部４１１ａと同様に爪４１２ｂ～４１４ｂ及び
爪４１２ｃ～４１４ｃが形成されている。
【００２１】
　レンズシート４２は、拡散シート４１の上面に積層され、拡散シート４１から射出され
る拡散光の指向性を高めるものである。レンズシート４２は、拡散シート４１は透明なプ
ラスチック樹脂でできており、レンズシート４２のシート本体４２０は、シート本体４１
０とほぼ同形状の長方形又は正方形をしている。シート本体４２０の上面を拡大すると、
図５に示すように、三角柱を複数本密に並べたようなプリズムパターン４２ａが形成され
ている。シート本体４２０の辺４２０ａには、辺４２０ａの内側から外側に向かう外方向
に突出する突出部４２１ａ及び突出部４２３ａが形成されている。また、辺４２０ａの対
辺である辺４２０ｂには、辺４２０ａの内側から外側に向かう外方向に突出する突出部４
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２２ａ及び突出部４２４ａが形成されている。突出部４２１ａ～４２４ａは何れも矩形を
している。また、突出部４２２ａは、他の突出部４２１ａ、４２３ａ、４２４ａよりも幅
広に設けられ、突出部４２１ａ、４２３ａ、４２４ａの幅は互いに等しい。突出部４２１
ａと突出部４２４ａは、シート本体４２０の重心に関して点対象の位置にあり、突出部４
２２ａと突出部４２３ａは、シート本体４２０の重心に関して点対象の位置にある。突出
部４２１ａ～４２４ａも、ベース板３１の孔３１１～３１４の位置に合わせて形成されて
いる。
【００２２】
　また、突出部４２１ａの突端には、辺４２０ａに沿う方向に突出する台形の爪４２１ｂ
、及び爪４２１ｂの突出方向の反対方向に突出する第２の爪である爪４２１ｃが形成され
ている。そして、突出部４２１ａ先端の一辺と、爪４２１ｂ、４２１ｃ一辺は連続した直
線を成している。このため、突出部４２１ａと爪４２１ｂ、４２１ｃを合わせた形状は、
図４に示すような略Ｔ字型となっている。爪４２１ｂの突端から爪４２１ｃの突端までの
距離は、孔３１１の横幅よりも長くなっている。
　他の突出部４２２ａ～４２４ａにも突出部４２１ａと同様に爪４２２ｂ～４２４ｂ及び
爪４２２ｃ～４２４ｃが形成されている。
【００２３】
　レンズシート４３は、レンズシート４２の上面に積層され、レンズシート４２と同様に
、拡散シート４１から射出される拡散光の指向性を高めるものである。レンズシート４３
は透明なプラスチック樹脂でできており、レンズシート４３のシート本体４３０は、シー
ト本体４１０とほぼ同形状の長方形又は正方形をしている。シート本体４３０の上面を拡
大すると、図５に示すように、三角柱を複数本密に並べたようなプリズムパターン４３ａ
が形成されている。シート本体４３０の辺４３０ａには、辺４３０ａの内側から外側に向
かう外方向に突出する突出部４３１ａ及び突出部４３３ａが形成されている。また、辺４
３０ａの対辺である辺４３０ｂには、辺４３０ａの内側から外側に向かう外方向に突出す
る突出部４３２ａ及び突出部４３４ａが形成されている。突出部４３１ａ～４３４ａは何
れも矩形をしている。また、突出部４３２ａは、他の突出部４３４ａ、４３３ａ、４３４
ａよりも幅広に設けられ、突出部４３４ａ、４２３ａ、４２４ａの幅は互いに等しい。突
出部４３４ａと突出部４３４ａは、シート本体４３０の重心に関して点対象の位置にあり
、突出部４３２ａと突出部４３３ａは、シート本体４３０の重心に関して点対象の位置に
ある。突出部４３１ａ～４３４ａも、ベース板３１の孔３１１～３１４の位置に合わせて
形成されている。
【００２４】
　また、突出部４３１ａの突端には、辺４３０ａに沿う方向に突出する台形の爪４３１ｂ
、及び爪４３１ｂの突出方向の反対方向に突出する第２の爪である爪４３１ｃが形成され
ている。そして、突出部４３１ａ先端の一辺と、爪４３１ｂ、４３１ｃ一辺は連続した直
線を成している。このため、突出部４３１ａと爪４３１ｂ、４３１ｃを合わせた形状は、
図４に示すような略Ｔ字型となっている。爪４３１ｂの突端から爪４３１ｃの突端までの
距離は、孔３１１の横幅よりも長くなっている。
　他の突出部４３２ａ～４３４ａにも突出部４３１ａと同様に爪４３２ｂ～４３４ｂ及び
爪４３２ｃ～４３４ｃが形成されている。
【００２５】
　ベース板３１に、反射シート３２、ＬＥＤユニット３３及び導光板３４が組み込まれ、
ＬＥＤユニット３３が導光板３４の側部に取り付けられると、図６に示すようにＬＥＤユ
ニット３３が導光板３４の切り欠きに収まり、面発光装置３６が出来上がる。
【００２６】
　図７は、組み立て後のバックライト装置３を示す背面図である。また、図８は、図７に
おける孔３１１と突出部４１１ａの係合状態を拡大して示す背面図である。面発光装置３
６の上に拡散シート４１、レンズシート４２及びレンズシート４３が取り付けられると、
図８に示すように、各突出部４１１ａ、４２１ａ、４３１ａが孔３１１に挿入されると共
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に、支持壁３１ａが、爪４１１ｂ～４３１ｂ及び４１１ｃ～４３１ｃと辺４１０ａ～４３
０ａとの間に介在する。そして、図８に示すように、爪４１１ｂ～４３１ｂ及び４１１ｃ
～４３１ｃが孔３１１の周囲に、支持壁３１ａの外側から引っかかる。
　同様に、突出部４１２ａ～４３２ａが孔３１２に、突出部４１３ａ～４３３ａが孔３１
３に、突出部４１４ａ～４３４ａが孔３１４にそれぞれ挿入されると共に、支持壁３１ａ
が、爪４１２ｂ～４３２ｂ及び４１２ｃ～４３２ｃと辺４１０ａ～４３０ａとの間、爪４
１３ｂ～４３３ｂ及び４１３ｃ～４３３ｃと辺４１０ａ～４３０ａとの間、爪４１４ｂ～
４３４ｂ及び４１４ｃ～４３４ｃと辺４１０ａ～４３０ａとの間に介在する。そして、爪
４１２ｂ～４３２ｂ及び４１２ｃ～４３２ｃが孔３１２の周囲に、爪４１３ｂ～４３３ｂ
及び４１３ｃ～４３３ｃが孔３１３の周囲に、爪４１４ｂ～４３４ｂ及び４１４ｃ～４３
４ｃが孔３１４の周囲に、支持壁３１ａの外側からそれぞれ引っかかる。
　また、レンズシート４２、４３がベース板３１に取り付けられると、図５に示すように
、プリズムパターン４２ａと４３ａとが互いに直交する。このようにしてバックライト装
置３が構成されている。
【００２７】
　次に、バックライト装置３が液晶ディスプレイパネル２１の表示領域に光を照射する仕
組みを説明する。
　ＬＥＤユニット３３を発光させると、その光は導光板３４へ入射する。入射光は、導光
板３４の内部で反射を繰り返し、導光板３４の上面全体が面発光して拡散シート４１へと
射出される。一部の光は、導光板３４の下面へと洩れるが、導光板３４の下面に取り付け
られている反射シート３２によって反射されるので、再び導光板３４を透過して、拡散シ
ート４１へと射出される。
　拡散シート４１に入射した光は拡散されて、様々な方向を向く光となってレンズシート
４２へと射出される。
　拡散シート４１から射出された光は、レンズシート４２の下面へ入射する。すると、拡
散光はプリズムパターン４２ａで屈折し、拡散光からＸ方向の成分が除かれて射出される
。
　レンズシート４２の上面から射出された光は、次にレンズシート４３の下面へ入射する
。すると、光はプリズムパターン４３ａで屈折し、光からＹ方向の成分が除かれて射出さ
れる。このようにして、拡散シート４１から射出された拡散光は、ＸＹ平面に垂直な方向
に指向性が高められた光となって液晶ディスプレイパネル２１の表示領域へと射出される
。
【００２８】
　次に、バックライト装置３の製造方法について説明する。
　まず、ベース板３１の上面に、反射シート３２を敷き、反射シート３２の上に導光板３
４を載せる。そして導光板３４の側部にＬＥＤユニット３３を取り付け、ＬＥＤユニット
の上面に遮光テープ３５貼り付ける。このようして面発光装置３６が出来上がる。
【００２９】
　面発光装置３６の組み立て後、導光板３４の上に拡散シート４１を取り付ける。まず、
爪４１１ｂ及び爪４１１ｃを左右から指で挟みこむようにして押し、爪４１１ｂ、爪４１
１ｃ及び突出部４１１ａをたわませる。そして、爪４１１ｂの突端から爪４１１ｃの突端
までの距離を孔３１１の横幅よりも短くした状態で、突出部４１１ａ及び爪４１１ｂ、４
１１ｃを孔３１１に通す。孔３１１に挿入された爪４１１ｂ、爪４１１ｃ及び突出部４１
１ａは、再び平面状に戻り、爪４１１ｂの突端から爪４１１ｃの突端までの距離が、孔３
１１の横幅よりも長くなる。こうして、爪４１１ｂ及び爪４１１ｃが孔３１１の周囲に支
持壁３１ａの外側から引っかかる。
　取り付けの際は、他の突出部４１１ａ、４１３ａ、４１４ａよりも幅広に形成されてい
る突出部４１２ａが目印となり、前後左右及び裏表を間違えることなく拡散シート４１を
ベース板３１に取り付けることができる。
【００３０】
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　爪４１１ｂ及び爪４１１ｃによって突出部４１１ａを支持壁３１ａ係止させたら、突出
部４１２ａ～４１４ａも、突出部４１１ａと同様にして孔３１２～３１４に挿入し、爪４
１２ｂ～４１４ｂ及び４１２ｃ～４１４ｃを孔３１２～３１４の周囲に引っかける。こう
して拡散シート４１の全ての突出部４１１ａ～４１４ａが支持壁３１ａに係止され、拡散
シート４１のベース板３１への取り付けが完了する。
【００３１】
　拡散シート４１の取り付け後、拡散シート４１の上にレンズシート４２を、拡散シート
４１と同様にしてベース板３１に取り付け、レンズシート４２の上にレンズシート４３を
拡散シート４１と同様にして取り付ける。このようにしてバックライト装置３が出来上が
る。
【００３２】
　一方、表示部ユニット２に、上ケース２３及び下ケース２４を組み付け、それにバック
ライト装置３を組み付ける。このようにして液晶表示装置１が完成する。
【００３３】
＜第２の実施の形態＞
　図９は、突出部５１１ａが孔３１１に係合している状態を拡大して示す背面図である。
本実施形態の第１の実施形態との相違点は突出部及び爪の形状である。その他の構成は全
て第１の実施形態で用いたものと同様である。
　シート本体５１０の辺５１０ａには、辺５１０ａの内側から外側に向かう外方向に突出
する突出部５１１ａが形成されている。突出部５１１ａは五角形をしている。
　突出部５１１ａの突端には、辺５１０ａに沿う方向に突出する三角形の爪５１１ｂ、及
び爪５１１ｂの突出方向の反対方向に突出する第２の爪である爪５１１ｃが形成されてい
る。そして、突端５１１ｄから突端５１１ｅまで成す辺５１１ｇ、及び突端５１１ｄから
突端５１１ｆまで成す辺５１１ｈが、突端５１１ｄから突端５１１ｅ、５１１ｆに向かっ
て辺５１０ａに漸近するよう傾斜している。このため、突出部５１１ａと爪５１１ｂ、５
１１ｃを合わせた形状は、図９に示すような略矢印型となっている。突端５１１ｅから突
端５１１ｆまでの距離は、孔３１１の横幅よりも長くなっている。
　そして、突出部５１１ａが支持壁３１ａの孔３１１に挿入されると共に、支持壁３１ａ
が爪５１１ｂ、５１１ｃと辺５１０ａの間に介在している。そして、爪５１１ｂ及び５１
１ｃが孔３１１の周囲に、支持壁３１ａの外側から引っかかっている。
【００３４】
　突出部５１１aを支持壁３１aの孔３１１に挿入する際、まず、爪５１１ｂ及び爪５１１
ｃを左右から指で挟みこむようにして押し、爪５１１ｂ、爪５１１ｃ及び突出部５１１ａ
をたわませる。そして、爪５１１ｂの突端５１１ｅから爪５１１ｃの突端５１１ｆまでの
距離を孔３１１の横幅よりも短くした状態で、突出部５１１ａ及び爪５１１ｂ、５１１ｃ
を孔３１１に通す。孔３１１に挿入された爪５１１ｂ、爪５１１ｃ及び突出部５１１ａは
、再び平面状に戻り、爪５１１ｂの突端５１１ｅから爪５１１ｃの突端５１１ｆまでの距
離が、孔３１１の横幅よりも長くなる。こうして、爪５１１ｂ及び爪５１１ｃが孔３１１
の周囲に支持壁３１ａの外側から引っかかる。上記のように突出部５１１ａの突端５１１
ｄから爪の突端５１１ｅ、５１１ｆまで成す辺５１１ｇ、５１１ｈが、突出部５１１ａの
突端５１１ｄから爪の突端５１１ｅ、５１１ｆに向かって前記シート本体５１０の周縁に
漸近するよう傾斜する形状であることは、突端５１１ｄから挿入しやすく、引っかかりも
良くなる。
【００３５】
＜第３の実施の形態＞
　図１０は、突出部６１１ａが孔３１１に係合している状態を拡大して示す背面図である
。本実施形態の第１、第２の実施形態との相違点は、突出部及び爪の形状と、爪の数であ
る。その他の構成は全て第１、第２の実施形態で用いたものと同様である。
　シート本体６１０の辺６１０ａには、辺６１０ａの内側から外側に向かう外方向に突出
する突出部６１１ａが形成されている。突出部６１１ａは台形をしている。
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　突出部６１１ａの突端には、辺６１０ａに沿う方向に突出する三角形の爪６１１ｂが形
成されている。そして、突端６１１ｃから突端６１１ｄまで成す辺６１１ｅが、突端６１
１ｃから突端６１１ｄに向かって辺６１０ａに漸近するよう傾斜している。このため、突
出部５１１ａと爪５１１ｂを合わせた形状は、図１０に示すような略鉤爪型となっている
。突端６１１ｄから辺６１１ｆまでの距離は、孔３１１の横幅よりも長くなっている。
　そして、突出部６１１ａが支持壁３１ａの孔３１１に挿入されると共に、支持壁３１ａ
が爪６１１ｂと辺６１０ａの間に介在した状態となっている。そして、爪６１１ｂが孔３
１１の周囲に、支持壁３１ａの外側から引っかかっている。
【００３６】
　突出部６１１aを支持壁３１aの孔３１１に挿入する際、まず、爪６１１ｂ及び辺６１１
ｆを左右から指で挟みこむようにして押し、爪６１１ｂ、辺６１１ｆ及び突出部６１１ａ
をたわませる。そして、爪６１１ｂの突端６１１ｄから辺６１１ｆまでの距離を孔３１１
の横幅よりも短くした状態で、突出部６１１ａ及び爪６１１ｂを孔３１１に通す。孔３１
１に挿入された爪６１１ｂ及び突出部６１１ａは、再び平面状に戻り、爪６１１ｂの突端
６１１ｄから辺６１１ｆまでの距離が、孔３１１の横幅よりも長くなる。こうして、爪６
１１ｂが孔３１１の周囲に支持壁３１ａの外側から引っかかる。上記のように突出部６１
１ａの突端６１１ｃから爪の突端６１１ｄまで成す辺６１１ｅが、突出部６１１ａの突端
６１１ｃから爪の突端６１１ｄに向かって前記シート本体６１０の周縁に漸近するよう傾
斜する形状であることは、突端６１１ｃから挿入しやすく、引っかかりも良くなる。また
、爪の数を減らすことで光学シートに設けられる表示領域以外のスペースを最小限に抑え
ることができる。
【００３７】
　なお、各シート本体に形成される突出部は必ずしも４つずつである必要はなく、形成す
る数を増減させてもよい。また、対辺にそれぞれ設けられる突出部の数が必ずしも同数で
ある必要もない。
　また、爪を全ての突出部に設ける必要はなく、例えば、シート本体の中心に関して点対
称の位置にある２つの突出部にのみ設けるようにしてもよい。例えば、突出部４１１～４
３１の一箇所のみを接合することとしてもよい。また、突出部４１１～４３１及び各シー
ト本体の中心に関して突出部４１１～４３１と点対称となる突出部４１４～４３４の２箇
所のみ、又は突出部４１２～４３２と点対称となる突出部４１３～４３３の２箇所のみを
接合するようにしてもよい。このように２箇所で接合しておけば各光学シート４１０～４
３０をケースから外れにくくすることができる。
　また、ケースに取り付ける光学シートは拡散シートと２枚のレンズシートを合わせた３
枚である必要は無く、装置によって使用する光学シートの種類を変更したり、使用する枚
数を変更したりしてもよい。
　また、全ての光学シートに爪を設ける必要は無く、一番上に取り付けられる光学シート
にのみ設けることとしてもよい。
　また、爪はあらかじめ設けずにおいて、ケースに突出部を通した後、突出部を加熱して
延ばす等して爪を形成するようにしてもよい。
　また、本実施形態では、突出部の一箇所のみを幅広に形成することで、前後左右及び裏
表を間違えることなく光学シート積層体を確実にケースに取り付けるための目印としたが
、これに限らず、突出部一箇所のみ切れ込みが入っている等、形状が異なれば良い。
【００３８】
　本実施形態によれば、爪によって光学シートを孔の外側からケースに引っ掛けるので、
光学シートに設けられる表示領域以外のスペースを最小限に抑え、ケースの大きさをほぼ
シート本体と同じ大きさにした状態であっても、光学シートをケースからはずれにくくす
ることができる。
　また、突出部の突端から爪の突端まで成す辺を、突出部の突端から爪の突端に向かって
シート本体の周縁に漸近するよう傾斜させることで、突出部及び爪を孔に差し込みやすく
なる。
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【符号の説明】
【００３９】
　　　１　液晶表示装置
　　　２　表示部ユニット
　　　２１　液晶ディスプレイパネル
　　　３　バックライト装置
　　　３１ａ　支持壁（支持部）
　　　３１１～３１４　孔
　　　３２　反射シート
　　　３３　ＬＥＤユニット
　　　３４　導光板
　　　３５　遮光テープ
　　　３６　面発光装置
　　　４１　拡散シート（光学シート）
　　　４１０　シート本体
　　　４１１ａ～４１４ａ　突出部
　　　４１１ｂ～４１４ｂ　爪
　　　４１１ｃ～４１４ｃ　爪（第２の爪）
　　　４２、４３　レンズシート（光学シート）
　　　４２０、４３０　シート本体
　　　４２１～４２４ａ、４３１～４３４ａ　突出部
　　　４２１ｂ～４２４ｂ、４３１ａ～４３４ｂ　爪
　　　４２１ｃ～４２４ｃ、４３１ｂ～４３４ｃ　爪（第２の爪）
　　　４２ａ、４３ａ　プリズムパターン
　　　５１０　シート本体
　　　５１１ａ　突出部
　　　５１１ｂ　爪
　　　５１１ｃ　爪（第２の爪）
　　　５１１ｄ～５１１ｆ　突端
　　　５１１ｇ、５１１ｈ　辺
　　　６１０　シート本体
　　　６１１ａ　突出部
　　　６１１ｂ　爪
　　　６１１ｃ、６１１ｄ　突端
　　　６１１ｅ、６１１ｆ　辺
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】
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